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スタート半年

市
民
提
案
箱
・
市
政
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
集
計
結
果

寄
せ
ら
れ
た

　
　

意
見
な
ど
は
九
十
六
通
に

　

四
月
か
ら
ス
タ
i
卜
し
た
新
し
い
広
聴
事
業
、
市

民
提
案
箱
「
や
ま
び
こ
」
と
市
政
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の

半
年
間
の
集
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
提
案
な
ど
は
九
十
六
通

（
百
二
十
五
件
）
に
上
り
ま
す
。
今
月
は
こ
の
概
要
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

市
民
提
案
箱
「
や
ま
び
こ
」
と

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
「
市

政
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
発
信
を
重
視

し
、
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反
映

す
る
た
め
に
、
四
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

や
ま
び
こ
は
図
書
館
や
公
民
館

な
ど
市
内
十
五
ヵ
所
に
設
置
。
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
（
豊
6
5
－
2
0
0

0
）
は
市
役
所
秘
書
広
報
課
内
に

取
り
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

九
月
ま
で
の
半
年
間
に
寄
せ
ら

れ
た
意
見
や
提
言
は
、
や
ま
び
こ

九
十
二
通
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
四
通

で
、
合
計
九
十
六
通
で
す
。
単
刀

直
入
に
用
件
が
話
せ
る
、
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
の
利
用
が
意
外
と
少
な
い

結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

回
収
先
別
で
は
、
や
は
り
市
役

所
市
民
課
が
一
番
多
く
二
十
七
通

で
す
。
次
い
で
図
書
館
が
十
五
通

直
接
、
秘
書
広
報
課
へ
お
持
ち
い

た
だ
い
た
も
の
も
十
四
通
あ
り
ま

す
。

　

九
十
六
通
の
う
ち
、
市
民
か
ら

の
も
の
は
九
十
通
で
、
観
光
客
や

帰
省
客
か
ら
の
も
の
も
六
通
あ
り

ま
し
た
。

　

男
女
別
で
は
、
男
性
が
七
割
。

年
齢
別
で
は
、
十
代
か
ら
八
十
代

ま
で
の
各
層
か
ら
届
い
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
六
十
歳
代
（
2
6

人
）
三
十
歳
代
（
2
0
人
）
七
十
歳

代
（
1
7
人
）
が
上
位
で
す
。

多
い
の
は
「
要
望
」

　

内
容
別
で
み
る
と
表
1
の
と
お

り
で
す
。
一
通
の
投
書
で
何
件
も

の
意
見
を
述
べ
て
い
る
場
合
が
あ

る
の
で
、
合
計
数
は
百
十
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。
最
も
多
い
の
は

「
要
望
」
で
三
十
六
件
。
以
下
、

「
意
見
」
三
十
件
、
「
提
案
」
と

「
照
会
」
が
各
二
十
一
件
で
、
「
苦

情
」
は
二
件
で
し
た
。

　

具
体
的
な
内
容
は
、
マ
ナ
ー
の

苦
情
や
道
路
整
備
の
要
望
、
自
然

や
地
下
水
に
対
す
る
提
案
な
ど
、

貴
重
な
声
ば
か
り
で
す
。

表1投書の内容区分（4月～9月）



対
応
処
理
は
二
十
一
課

　

皆
さ
ん
か
ら
の
声
は
、
秘
書
広

報
課
を
通
し
て
各
担
当
課
に
連
絡

し
、
対
応
処
理
し
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
は
、
必
ず
ご
本
人
に
も
通

知
し
て
い
ま
す
。

　

各
課
別
の
処
理
件
数
の
内
訳
は

表
2
の
と
お
り
で
す
。
一
件
で
も

複
数
の
課
に
ま
た
が
る
内
容
も
あ

る
た
め
、
合
計
は
百
二
十
五
件
と

な
り
ま
す
。
秘
書
広
報
課
（
1
8

件
）
商
工
観
光
課
（
1
7
件
）
社
会

教
育
課
（
1
3
件
）
企
画
開
発
課

（
1
0
件
）
な
ど
が
上
位
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

紙
面
の
関
係
上
、
全
部
を
掲
載

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
く

一
部
で
す
が
、
紹
介
し
ま
す
。

「
放
置
自
転
車
」

　

駐
輪
場
の
放
置
自
転
車
は
美
観

を
損
ね
る
う
え
、
他
の
利
用
者
に

迷
惑
で
す
。

　
　
　
　
　

（
6
0
歳
代
、
女
性
）

　

放
置
自
転
車
は
、
所
有
者
の
分

か
る
も
の
は
書
面
で
撤
去
を
通
知

し
て
い
ま
す
。
所
有
者
が
不
明
の

と
き
は
、
所
定
の
手
続
き
を
経
て

市
で
処
分
し
ま
す
。

【
地
下
水
】

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
底
打
ち
し
な

い
水
路
を
造
っ
て
、
地
下
水
涵
養

に
役
立
て
た
ら
ど
う
で
す
か
。

　
　
　
　
　

（
8
0
歳
代
、
男
性
）

　

涵
養
対
策
と
し
て
冬
季
に
水
田

を
借
り
上
げ
て
湛
水
し
て
い
る
ほ

か
、
県
の
南
部
は
場
整
備
事
業
の

中
で
幹
線
排
水
路
を
利
用
し
て
地

下
水
浸
透
工
事
（
水
路
の
底
抜
き

や
浸
透
ま
す
の
設
置
な
ど
）
を
行

つ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は

公
共
用
地
を
利
用
し
て
雨
水
浸
透

能
力
調
査
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
中
部
縦
貫
自
動
車
道
路
」

　

市
の
発
展
の
た
め
に
、
中
部
縦

貫
自
動
車
道
路
を
早
期
に
着
手
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

（
7
0
歳
代
、
男
性
）

　

高
速
交
通
体
系
の
整
備
は
、
市

の
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
て
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
図
書
館
】

　

貸
し
出
し
禁
止
の
図
書
が
あ
る

の
は
な
ぜ
で
す
か
。

　
　
　
　
　

（
3
0
歳
代
、
男
性
）

　

貴
重
な
事
典
や
郷
土
資
料
な
ど

冊
数
が
少
な
く
、
再
入
手
が
困
難

な
本
は
貸
し
出
し
で
き
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
本
は
、
閲
覧
や
コ
ピ
ー

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
歩
道
】

　

交
差
点
で
歩
道
の
段
差
が
で
き

て
い
る
場
所
が
あ
り
危
険
で
す
。

　
　
　
　
　

（
3
J
歳
代
、
女
性
）

　

現
地
調
査
し
、
工
法
的
に
改
良

可
能
な
場
所
は
、
順
次
改
良
し
て

い
き
ま
す
。

謙
虚
に
受
け
と
め
、
行
政
に
反
映
を

市
長
天
谷
光
治

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
ご
意
見
や
ご
提
言
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

行
政
と
し
て
見
落
と
し
が
ち

な
点
に
つ
い
て
の
市
民
サ
イ
ド

か
ら
の
ご
指
摘
や
、
市
の
課
題

で
あ
る
水
や
道
路
な
ど
に
対
す

る
大
局
的
な
提
言
も
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
謙
虚
に
受
け
と

め
、
行
政
運
営
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

内
容
に
よ
っ
て
は
、
行
政
と

し
て
す
ぐ
に
対
応
し
、
解
決
で

き
る
も
の
と
、
残
念
な
が
ら
で

き
な
い
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

市
議
会
や
地
元
関
係
者
な
ど
と

十
分
協
議
し
、
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
、
極
力
皆
さ
ん
の
意
見

を
踏
ま
え
て
市
政
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
お
気
付
き
の
点

や
施
策
に
対
す
る
建
設
的
な
提

言
を
お
願
い
し
ま
す
。

表2対応処理した課など

改
修
し
た
歩
道
の
段
差

補
修
し
た
亀
山
の
遊
具 「市長へのメヅセ・－ジ」は92通

し．ご協力ありとうございました

　
　

「
大
野
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
九
月
に
募
集
し
た
「
市
長
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
は
九
十
二
通

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

少
し
難
し
い
テ
ー
マ
だ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
応
募
く
だ
さ

っ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

届
い
た
手
紙
は
、
学
識
経
験
者

を
交
え
た
審
査
会
に
諮
り
ま
し

た
。
来
月
号
の
広
報
お
お
の
で
、

審
査
結
果
と
主
な
内
容
を
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。
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市職員などの給与

　

市職員などの給与は、地方自治法および地

方公務員法の規定に基づき、市の条例で定め

られています。平成6年度に支給された市長

など市三役・市議会議員・市職員の給料

（報酬）や手当、職員数などの状況を公表し

ます。皆さんの目でお確かめください。

●人件費の状況
（平成6年度普通会計決算）

人口（H7．3．31） 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B／A） 平成5年度人件費率

41，324人 134億2，521万円 30億741万円 22．4％ 20．4％

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

…特別職の報酬等の状況

　　　　　

（平成7年4月1日現在）

爆分 給料月額 期末手当（6年度支給割合八

市長 92万円
6月期1．6ヵ月

12月期1．9ヵ月

3月期0．5ヵ月　

計4．0ヵ月　　　　　　　　

　ノ

助役 75万円

収入役 65万円

区分 報酬月額

議長 44万円

副議長 37万円

　議員y 35万円

●職員数の状況（各年4月1日現在）

題・
職員数 類似団体の職員（

H5年 H6年 H7年 H6年 比較

一般行政 254 255 247 294 △39

特別行政　
（教育） 96 96 96 85 11

公営企業等　
会計 13 13 13

O・ 363 364 356 ノ
※臨時・嘱託を除いた職員数です。類似団体の公営企業等会計

　

部門の職員数は公表されていません。

●職員給与費の内訳

　　　　　

（平成7年度普通会計予算）

※職員手当には、退職手当は含まれていません。

　

主な手当としては、特殊勤務手当、通勤手当、

　

時間外勤務手当などがあります。

※期末勤勉手当とは、民間の夏期・冬期に支給さ

　

れるボーナスに相当するものです。



●職員の平均給料月額と平均年齢
（平成7年4月1日現在）

大
野
市

平均年齢

　

39．3歳

　

44．2歳

平均給料月額

　

30万1，682円

　

26万9．764円

国

平均年齢

　

38．7歳

　

47j歳

平均給料月額

　

29万7，346円

　

27万3，208円

※上段の数字は一般行政職、下段は技能労務職

　

を示します。

●主な職員手当の状況（平成6年度）

（1）期末・勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当 計

6月期 1．6ヵ月 0．6ヵ月 2．2ヵ月

12月期 1．9ヵ月 0．6ヵ月 2．5ヵ月

3月期 0．5ヵ月 － 0．5ヵ月

計 4．0ヵ月 1．2ヵ月 5．2ヵ月

※職制上の段階、職務の級などによる加算措置

　

があります。

（2）退職手当

区分
支給率

自己都合 勧奨・定年

最高支給限度額 60．0ヵ月 62．7ヵ月

勤続20年 21．0ヵ月 28．875ヵ月

勤続25年 33．75ヵ月 44．55ヵ月

勤続35年 47．5ヵ月 62．7ヵ月

一人当たり平均支給額 2，454万8，000円

※1人当たり平均支給額は、6年度に退職した

　

全職種の職員に支給された平均額です。

●一般行政職職員の経験年数別・学歴別

　

平均給料月額（平成7年4月1日現在）

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務

　

している場合の勤務年数をいいます。

●一般行政職の級別職員数

　　　　　　　　　

（平成7年4月1日現在）

職員数

227人

（3）特殊勤務手当

職員全体に占める手当支給職員の割合 33．7伺

支給対象職員一人当たりの平均支給年額 7万9，981円

手当の種類 2ol芦リ

※多くの職員に支給されている主な手当

　

①自動車運転業務手当②保育業務手当③清掃業務手当

　

④税務事務手当⑤公民館業務手当

（4）時間外勤務手当

支給総額 6，974万5，000円〕

職員一人当たりの平均支給年額 21万5，000円］



カメラ

スケッチ

世界体操選手権「一市町村一力国交流事業」

スウェーデン選手団を歓迎

　

十
月
七
～
八
日
、
世
界
体
操
競
技
選
手
権
鯖
江
大
会
に

参
加
し
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
選
手
団
が
「
一
市
町
村
一

力
国
交
流
事
業
」
で
当
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
一
行
は
、
ロ

ー
ズ
グ
レ
ン
。
マ
グ
ナ
ス
選
手
ほ
か
監
督
・
コ
ー
チ
ら
八

人
で
す
。
訪
問
に
先
立
っ
て
、
五
日
に
は
市
民
約
五
十
人

が
サ
ン
ド
ー
ム
で
マ
グ
ナ
ス
選
手
の
競
技
に
声
援
を
送
り

ま
し
た
。

　

七
日
に
市
民
会
館
で
開
か
れ
た
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
、
童
謡
の
会
に
よ
る
両
国
の
童
謡
を
聞
い
た
り
、
お
お

の
お
ど
り
に
参
加
し
た
り
し
ま
し
た
。
八
日
は
、
朝
市
を

見
学
し
、
旧
内
山
家
で
は
お
茶
を
味
わ
っ
た
り
、
書
道
に

挑
戦
し
た
り
し
ま
し
た
。

マ
グ
ナ
ス
選
手
（
右
か
ら
2
人
目
）

声
援
を
送
る
市
民

七
間
朝
市
で
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公認フルマラソンコース誕生

　　

奥越ふれあい公園を発着に

奥越ふれあい公園付設長距離競走路図

　　　　　

（42．195km、ハーフ、20km、10km、5km、3km、2km）

　

こ
の
ほ
ど
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

陸
上
競
技
場
を
発
着
と
す
る
フ
ル

了
フ
ソ
ン
コ
ー
ス
（
4
2
・
1
9

5
．
・
）
が
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟

に
よ
り
公
認
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

で
は
、
福
井
市
、
敦
賀
市
に
次
い

で
三
番
目
の
公
認
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
で
す
。

　

市
内
に
は
こ
れ
ま
で
市
役
所
前

と
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
発
着
と
す

る
2
0
j
の
公
認
コ
ー
ス
は
あ
り
ま

し
た
が
、
近
年
の
マ
ラ
ソ
ン
人
気

の
高
ま
り
と
競
技
人
口
の
増
加
に

よ
り
、
奥
越
に
も
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
の
設
置
が
望
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

早
速
、
十
一
月
二
十
六
日
に
実

施
さ
れ
る
福
井
県
郡
市
対
抗
駅
伝

に
使
用
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
で
は
福
井
中
日
マ
ラ
ソ

ン
で
の
使
用
を
検
討
中
で
す
。

施設

スポット

②言語治療教室

　

言
語
治
療
教
室
は
、
昭
和
五
十

四
年
に
有
終
東
小
学
校
内
に
開
設

さ
れ
、
「
こ
と
ば
の
教
室
」
の
名
称

で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

発
音
の
異
常
や
言
葉
の
発
達
の

遅
れ
、
吃
音
な
ど
で
周
囲
の
友
人

や
大
人
た
ち
と
ス
ム
ー
ズ
に
心
の

交
流
が
で
き
ず
、
生
ま
れ
つ
き
持

っ
て
い
る
能
力
を
十
分
に
伸
ば
す

こ
と
が
で
き
な
い
就
学
前
の
幼
児

を
対
象
に
、
そ
の
原
因
を
取
り
除

き
、
楽
し
い
社
会
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
指
導
す
る
教
室
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
三
百
五
十
人
近
い

幼
児
が
教
室
を
利
用
し
、
正
し
い

言
葉
を
修
得
す
る
な
ど
の
成
果
を

挙
げ
て
い
ま
す
。

　

指
導
方
針
と
し
て
、
日
常
生
活

に
お
け
る
基
本
動
作
の
指
導
や
遊

び
を
通
し
て
子
供
の
実
態
を
把
握

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
に
合
わ
せ

た
指
導
計
画
を
立
て
て
、
言
語
指

導
や
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

教
室
に
は
、
指
導
室
・
プ
レ
イ

ル
ー
ム
・
相
談
室
な
ど
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

指
導
時
間
は
、
原
則
と
し
て
一

人
が
週
一
回
一
時
間
で
、
日
時
を

決
め
て
教
室
に
通
う
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

子
供
は
、
見
た
い
・
聞
き
た
い

・
話
し
た
い
な
ど
の
意
欲
あ
ふ
れ

る
言
語
活
動
の
要
素
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
が
何
か
の
原
因
で

妨
げ
ら
れ
る
と
、
言
葉
の
つ
ま
ず

き
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
原
因

が
分
か
り
治
療
訓
練
の
過
程
を
経

て
言
葉
が
改
善
さ
れ
る
と
、
そ
れ

を
き
っ
か
け
と
し
て
生
活
全
般
に

自
信
が
出
て
、
見
違
え
る
ほ
ど
生

き
生
き
し
て
き
ま
す
。

　

子
供
の
言
葉
の
発
達
に
悩
ん
で

お
ら
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
日
は
、
毎
月
第
一
・
三
水

曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
、
第

二
・
四
火
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら

四
時
。
予
約
制
の
た
め
事
前
に
電

話
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

場
所
美
里
町
9
0
1

　
　
　
　
　
　

有
終
東
小
学
校
内

電
話
豊
6
5
・
8
5
3
5
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八
十
歳
で
二
十
本
が
目
標

自
分
の
歯
で
健
康
を
か
み
し
め
よ
う

　
　

『
心
が
け
ひ
と
つ
で
の
び
る
歯
の
命
』
こ
れ
は
平

成
七
年
歯
の
衛
生
週
間
の
標
語
で
す
。
六
月
四
日
の
「
虫

歯
予
防
デ
ー
」
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
十
一
月
八

日
は
「
い
い
歯
の
日
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
歯
磨
き
や
歯

石
の
除
去
、
食
べ
物
な
ど
に
気
を
つ
け
て
、
一
日
で
も
長

く
自
分
の
歯
で
か
ま
れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
よ
う
。

　

平
成
六
年
度
の
市
内
の
成
人
病

検
診
会
場
に
お
け
る
歯
科
相
談
の

結
果
か
ら
興
味
深
い
デ
ー
タ
を
集

計
し
ま
し
た
。

三
十
～
五
十
歳
代
に

　
　
　
　

虫
歯
が
多
い

　

受
診
者
数
八
百
八
人
の
う
ち
虫

歯
あ
り
の
人
は
三
八
・
一
％
（
表

―
）
、
歯
肉
（
歯
ぐ
き
）
不
良
の

人
は
七
四
・
こ
％
、
清
掃
状
態
の

悪
い
人
は
二
九
・
一
％
、
歯
石
の

あ
る
人
は
五
七
・
三
％
に
な
っ
て

い
ま
す
。
残
っ
て
い
る
歯
は
平
均

十
七
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
集
計
の
特
徴
と
し
て

①
三
十
～
五
十
歳
代
の
層
に
虫
歯

　

の
あ
る
人
が
多
く
、
歯
肉
不
良

　

や
歯
石
の
あ
る
人
も
多
い
。

②
七
十
歳
以
上
の
残
っ
て
い
る
歯

　

の
数
は
平
均
九
本
（
表
2
）
。

　

八
十
歳
で
二
十
本
残
そ
う
と
い

　

う
厚
生
省
の
目
標
と
は
ほ
ど
遠

　

い
現
状
。

③
清
掃
状
態
の
不
良
な
人
は
ど
の

　

年
代
も
ほ
ぼ
同
じ
割
合
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
正
し
い
歯
磨
き
の
習
慣

若
い
か
ら
と
安
心
せ
ず
日
ご
ろ

か
ら
歯
磨
き
を
し
ま
し
よ
う
。
歯

ブ
ラ
シ
は
小
さ
め
の
も
の
で
、
毛

先
が
広
が
ら
な
い
う
ち
に
取
り
換

え
ま
す
。
ま
た
糸
よ
う
じ
ゃ
歯
間

ブ
ラ
シ
な
ど
も
歯
の
す
き
間
を
磨

く
の
に
適
し
て
い
ま
す
。

◆
歯
石
を
取
る

　

歯
石
の
除
去
は
定
期
的
に
し
ま

し
よ
う
。
歯
石
は
歯
磨
き
で
は
取

れ
ま
せ
ん
。
歯
科
医
院
で
除
去
し

て
も
ら
い
ま
す
。

◆
入
れ
歯
の
手
入
れ
の
心
掛
け

　

入
れ
歯
を
し
て
い
る
か
ら
と
歯

磨
き
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
入
れ
歯
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
に
お
い
が
つ
き
や
す
い
た

め
、
寝
る
前
に
は
必
ず
磨
く
か
洗

浄
剤
を
使
っ
て
か
ら
水
の
入
っ
た

コ
ッ
プ
に
つ
け
て
お
き
、
歯
ぐ
き

を
休
ま
せ
る
た
め
必
ず
外
し
て
寝

ま
す
。
残
っ
て
い
る
自
分
の
歯
も

大
切
に
し
ま
し
よ
う
。

◆
食
べ
物
に
気
を
つ
け
る

　

歯
肉
を
鍛
え
る
た
め
、
硬
い
食

べ
物
や
野
菜
な
ど
繊
維
質
を
多
く

含
ん
だ
食
べ
物
を
積
極
的
に
と
り

ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
、

一
日
で
も
長
く
自
分
の
歯
で
か
み
、

食
べ
ま
し
よ
う
。

表1虫歯あり

表2残存歯数

皆さんの傭，廓づくりを後押しします・保偉センター（豊65－7333）



暮
ら
し
の

ア
夕
月
守
ス

あなたはどちらを
選びますか？

携帯電話とPHS

　

携
帯
電
話
に
加
え
て
、
県
内
で
も
十
月
か
ら
P
H
S

（
簡
易
携
帯
電
話
）
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
き
た
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
利

用
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
や
料
金
な
ど
を
よ
く

考
え
て
、
自
分
に
あ
っ
た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
最
も
大
切

で
す
。

　

近
ご
ろ
、
電
車
の
中
や
職
場
内

で
携
帯
電
話
を
使
っ
て
話
を
し
て

い
る
人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
携

帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
は
昭
和
五
十
四

年
に
日
本
電
信
電
話
公
社
に
よ
り

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
四
月

現
在
で
の
加
入
台
数
は
、
昨
年
同

時
期
に
比
べ
て
約
二
倍
と
急
速
に

普
及
し
て
い
ま
す

　

さ
ら
に
、
今
年
の
七
月
か
ら
は

首
都
圏
と
北
海
道
、
十
月
か
ら
は

北
陸
地
区
で
も
P
H
S
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
で
は

現
在
の
と
こ
ろ
福
井
市
の
中
心
部

だ
け
が
利
用
可
能
で
す
。

　

P
H
S
は
家
庭
に
普
及
し
て
い

る
コ
ー
ド
レ
ス
テ
レ
ホ
ン
を
屋
外

で
も
使
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
い

う
発
想
で
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

使
え
る
所
、
使
え
な
い
所

　

携
帯
電
話
や
P
H
S
は
、
全
国

ど
こ
か
ら
で
も
利
用
で
き
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
地
局
（
電

波
を
絶
え
ず
出
し
た
り
受
け
た
り

す
る
所
）
を
設
置
し
て
い
な
い
地

域
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

電
波
の
届
く
範
囲
も
限
ら
れ

て
い
て
、
携
帯
電
話
は
一
つ
の

基
地
局
が
カ
バ
ー
す
る
範
囲
が

半
径
二
～
三
。
・
程
度
に
対
し

て
、
P
H
S
は
電
波
が
弱
い
た

め
百
～
二
百
□
と
狭
く
な
っ
て

い
ま
す
。
携
帯
電
話
も
P
H
S

も
電
波
の
届
き
に
く
い
ト
ン
ネ

ル
や
地
下
、
ビ
ル
の
中
で
は
通

話
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
基
地
局
さ
え
設
置
さ
れ
て

い
れ
ば
通
話
可
能
で
す
。

　

携
帯
電
話
は
自
動
車
な
ど
の

高
速
移
動
中
で
も
、
多
く
の
基

地
局
が
連
係
す
る
た
め
利
用
が

可
能
で
す
。
反
対
に
、
P
H
S

は
基
地
局
の
連
係
が
で
き
な
い

た
め
、
高
速
移
動
中
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
が
、
利
用
料
金
は
携
帯
電

話
に
比
べ
て
格
安
で
す
。

自
分
に
あ
っ
た

　
　
　

電
話
を
選
ぼ
う

　

携
帯
電
話
や
P
H
S
を
利
用
す

る
と
き
は
、
ど
う
い
う
用
途
に
使

う
の
か
、
通
信
可
能
範
囲
（
エ
リ

ア
）
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
料
金
は

ど
れ
く
ら
い
か
な
ど
多
く
の
情
報

を
集
め
、
多
様
な
電
話
サ
ー
ビ
ス

の
中
か
ら
自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル

に
最
も
あ
っ
た
も
の
を
選
び
ま
し

よ
’
つ
。

表1携帯電話とPHSの比較

携帯電話 PHS

通話料金（市内昼間3分） 200円～ 40円

基本料金 4，600円 2，700円

加入時の費用 12．000円 7．200円

端末価格 4万～5万円 3万～5万円

コードレス電話機能 × ○

トランシーバー機能 × ○

通話可能エリア 広い 狭い

高速移動中の通話 ○ ×

国際電話 ○ ×

（注）携帯電話はNTrドコモの場合、〇は可能、×は不可能

5皓生活に財るご癩批5績勧臓センターへ●豊66・1111＊lli463（昌μ）
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
．
1
1
1
1
）

今月のスナップ

こんな芋が堀れたよ

ぐるーぷ登場 阪谷スポーツ少年団

　　

野球部

県
少
年
野
球
新
人
大
会
で
優
勝

　

阪
谷
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部

は
、
十
月
に
行
わ
れ
た
県
少
年
野

球
新
人
大
会
に
奥
越
代
表
と
し
て

出
場
し
、
見
事
初
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。
ほ
か
の
大
会
も
含
め
て
県

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
は
初
め
て

で
、
そ
の
う
え
の
快
挙
で
す
。

　

大
会
は
、
小
学
五
年
生
以
下
で

編
成
し
た
県
内
十
六
チ
ー
ム
が
参

加
。
守
り
が
主
体
の
チ
ー
ム
で
小

差
の
ゲ
ー
ム
を
勝
ち
抜
き
、
決
勝

で
は
接
戦
の
末
、
春
江
に
2
－
1

で
競
り
勝
ち
ま
し
た
。

　

発
足
は
前
身
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
を
引
き
継
い
だ
昭
和
六
十
二
年

で
す
。
最
初
は
あ
ま
り
勝
て
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
最
近
四
～
五
年
は

徐
々
に
力
を
つ
け
て
き
て
今
回
の

成
績
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
市
街

地
の
チ
ー
ム
に
勝
つ
こ
と
を
目
標

に
し
て
き
ま
し
た
が
、
地
区
予
選

を
勝
ち
抜
き
、
ま
さ
か
県
大
会
で

優
勝
で
き
る
と
は
思
つ
て
も
い
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
の
部
員
は
阪
谷
小
学
校
の

五
年
生
十
三
人
、
四
年
生
六
人
の

十
九
人
で
す
。
三
年
生
以
下
の
子

供
た
ち
も
練
習
に
加
わ
っ
て
い
ま

す
。
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
は
、

ま
じ
め
で
明
る
く
、
小
さ

な
学
校
の
利
点
を
生
か
し

て
友
達
感
覚
で
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
が
よ
い
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
途
中
で
や
め
る

部
員
は
い
ま
せ
ん
。

　

監
督
の
清
水
宗
治
さ
ん

（
不
動
堂
）
は
、
「
子
供
に

や
る
気
が
出
て
き
た
こ
と

と
、
父
兄
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
、
学
校
の
先
生
の
協
力

の
お
か
げ
で
優
勝
で
き
ま

し
た
。
秀
で
た
予
供
は
い

ま
せ
ん
が
、
み
ん
な
足
が

速
く
、
細
か
い
野
球
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
を
積
ん
で
、
来
年
開
か
れ

る
全
日
本
学
童
大
会
県
予
選
や
県

選
手
権
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
久
保
渉
君

（
八
町
）
は
全
国
大
会
で
優
勝
す

る
と
い
う
大
き
な
夢
を
持
っ
て
い

ま
す
。

U1噺S『

　

●

ヤン6コ‾ナ‾

国
際
青
年
の
船
に

　
　
　

参
加
し
ま
し
た

　

七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
行
わ

れ
た
9
5
国
際
青
年
の
船
に
参
加
し

ま
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
・
沿
海
コ
ー

ス
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
、
S
・

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
、
モ
ス
ク
ワ
を
十

日
間
で
訪
問
す
る
旅
で
す
。

　

青
年
の
船
に
は
、
以
前
か
ら
広

報
な
ど
を
見
て
興
味
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
今
年
、
自
分
が
学
校
の

事
務
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
関
心

を
持
っ
て
い
る
教
育
・
福
祉
が
テ

ー
マ
に
な
っ
て
い
る
コ
ー
ス
が
あ

る
こ
と
を
知
り
参
加
し
ま
し
た
。

長
期
間
の
団
体
行
動
に
は
最
初
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
の

協
力
で
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

船
で
ナ
ホ
ト
カ
港
に
着
い
た
と

き
ロ
シ
ア
人
の
女
性
が
赤
い
民
族

衣
装
で
歓
迎
し
て
く
れ
た
こ
と
が

印
象
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

交
歓
会
で
は
、
事
前
に
練
習
し

た
花
笠
音
頭
や
世
界
体
操
の
メ
ー

ン
テ
ー
マ
曲
な
ど
を
披
露
し
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

滞
在
中
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も

経
験
し
、
そ
こ
で
小
学
校
低
学
年

の
子
供
が
片
言
の
日
本
語
を
話
す

の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

美
術
館
な
ど
の
公
共
施
設
の
規
模

が
日
本
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
に
感
心
し

ま
し
た
。

　

経
済
な
ど
が
混

乱
し
て
い
る
ロ
シ

ア
を
見
て
、
日
本

の
教
育
環
境
が
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と

を
あ
ら
た
め
て
認

識
し
ま
し
た
。
経

験
し
た
こ
と
を
参

考
に
、
今
後
、
さ

ら
に
自
分
の
仕
事

に
生
か
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

命R

山田智子さ・4．

　

（23歳右近次郎）



翻屯句．｀（こ，そ

広
報
の
表
紙
の
マ
ー
ク
は
な
ん
で
し
よ
う
か

葱

　

最
近
、
広
報
「
お
お

の
」
の
表
紙
の
体
裁
が

変
わ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

左
上
に
円
、
三
角
な
ど
を
か
た
ど

っ
た
マ
ー
ク
が
入
っ
て
い
る
こ
と

に
気
が
付
き
ま
し
た
。
市
役
所
の

自
動
車
に
も
同
じ
マ
ー
ク
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
以
前
か
ら
あ
る
「
大

の
」
の
文
字
を
か
た
ど
っ
た
市
の

マ
ー
ク
と
は
違
う
よ
う
で
す
。

　

以
前
か
ら
あ
る
マ
ー
ク
が
無
く

な
っ
て
、
新
し
い
マ
ー
ク
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
教
え
て
く
だ

さ
い
。
（
匿
名
希
望
）

M
t

　

お
気
付
き
の
よ
う
に
、

広
報
の
九
月
号
か
ら
表

紙
の
体
裁
を
変
え
、
そ

れ
に
あ
わ
せ
て
左
上
に
ご
質
問
の

マ
ー
ク
を
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ー
ク
は
、
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に
昨
年
の

市
制
四
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
策
定
さ
れ
、
今
年
の
三
月

に
発
表
さ
れ
た
市
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
で
す
。
策
定
に
際
し
て
は
、

公
募
を
し
て
、
九
百
六
点
の
応
募

作
品
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
こ
の
マ
ー
ク
は
、

荒
島
岳
と
自
然
を
表
す
緑
色
の
三

角
形
、
御
清
水
と
空
を
表
す
青
い

帯
、
そ
の
上
に
未
来
に
輝
く
赤
い

太
陽
を
組
み
合
わ
せ
、
全
体
で

「
大
」
の
字
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

赤
・
青
・
緑
の
色
は
そ
れ
ぞ
れ
、

活
力
・
発
展
性
・
創
造
性
を
象
徴
。

市
で
は
、
封
筒
、
各
通
知
書
、
公

用
車
な
ど
に

使
用
し
て
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ

ん
に
も
利
用

し
て
い
た
だ

け
る
よ
う

に
、
四
月
に

全
戸
に
基
本

デ
ザ
イ
ン
マ

ニ
ュ
ア
ル
を

配
布
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
「
大
の
」
を
図
案
化
し

た
マ
ー
ク
は
、
昭
和
二
十
九
年
七

月
一
日
の
市
制
施
行
と
同
時
に
制

定
さ
れ
た
「
市
紋
章
」
で
す
。
紋

章
と
い
う
名
前
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
市
を
象
徴
す
る
国
旗
の
よ

う
な
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
使
用
す
る
場
合
は
、

両
方
と
も
市
総
務
課
へ
届
け
が
必

要
で
す
。
（
秘
書
広
報
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
I
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
S
9
1
2
大
野

市
天
神
町
I
I
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

回礼ズヅブ欝

交
通
安
全
指
導
－
二
十
年
、
総
務
庁
長
官
表
彰

宮
原
久
さ
ん
（
6
9
歳
中
挟
三
丁
目
）

　

宮
原
さ
ん
は
、
交
通
指
導
員
を

三
十
年
間
務
め
、
児
童
・
生
徒
を

交
通
事
故
か
ら
守
り
続
け
た
功
績

が
認
め
ら
れ
交
通
安
全
功
労
者
と

し
て
、
九
月
二
十
二
日
に
総
務
庁

長
官
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

宮
原
さ
ん
は
、
市
の
交
通
指
導

員
制
度
が
発
足
し
た
昭
和
四
十
年

に
P
T
A
の
地
区
委
員
を
し
て
い

た
こ
と
か
ら
指
導
員
を
引
き
受
け

ま
し
た
。
発
足
当
時
の
十
六
人
で

現
在
ま
で
続
け
て
い
る
の
は
一
人

だ
け
で
す
。
主
な
仕
事
は
児
童
・

生
徒
へ
の
街
頭
指
導
や
学
校
で
の

交
通
安
全
教
室
な
ど
で
す
。
ス
ク

ー
ル
ゾ
ー
ン
内
の
危
険
個
所
の
点

検
や
交
通
安
全
標
識
な
ど
の
修
理

も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
毎
年

開
か
れ
て
い
る
県
小
学
生
自
転
車

競
技
大
会
で
、
子
供
た
ち
と
と
も

に
練
習
を
し
て
よ
い
成
績
が
残
せ

た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
勤
め
て
い
た
た
め

長
年
の
活
動
を
続
け
る
に
は
、
困

難
な
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

暑
い
日
や
寒
い
日
、
雨
の
日
な
ど

街
頭
指
導
で
つ
ら
か
っ
た
思
い
出

も
あ
り
ま
す
。

　
　

「
子
供
た
ち
に
は
優
し
い
言
葉

で
指
導
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
自
転
車
の
二
人
乗
り
の
防
止

や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
指
導
な

ど
、
地
道
な
活
動
で
少
し
ず
つ
で

も
交
通
事
故
を
減
ら
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

●
い
じ
め
問
題
と

　
　
　
　

家
庭
裁
判
所

　

最
近
、
学
校
で
の
い
じ
め
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
裁
判
所
は
、
学
校
で
の
い
じ

め
が
犯
罪
行
為
に
当
た
る
な
ど
の

場
合
は
、
事
件
と
し
て
取
り
扱
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

家
庭
裁
判
所
で
は
こ
の
事
件
に

際
し
て
、
非
行
の
内
容
や
少
年
・

少
女
の
抱
え
る
問
題
と
と
も
に
、

非
行
の
背
景
に
あ
る
い
じ
め
の
実

態
を
的
確
に
把
握
し
ま
す
。
そ
し

て
被
害
者
の
こ
と
も
十
分
考
慮
し

た
う
え
で
、
い
じ
め
の
再
発
を
防

止
す
る
た
め
に
有
効
か
つ
適
切
な

指
導
や
処
遇
は
何
か
と
い
っ
た
観

点
か
ら
審
判
を
行
い
ま
す
。

　

最
近
の
非
行
少
年
・
少
女
の
特

徴
を
考
慮
し
、
今
後
、
学
校
な
ど

の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
よ
り
密

接
に
行
う
な
ど
、
家
庭
裁
判
所
と

し
て
は
一
つ
一
つ
の
事
件
の
審
理

を
通
じ
て
、
い
じ
め
問
題
の
解
決

と
い
う
社
会
的
課
題
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
井
家
庭
裁
判
所

事
務
局
総
務
課
庶
務
係
（
a
0
7

7
6
・
2
2
●
5
0
0
0
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



自分の手で稲刈り

蕨生小学校の「蕨つ子田」

　

天気に恵まれた9月25日、蕨生小学

校の全児童85人が「蕨っ子田」で稲刈

りをしました。稲作の体験学習として

農家の水田8yを借り、5月に田植え

をして、観察しながら育てたものです。

児童たちは、かまを持って1株1株楽

しそうに刈り取りました。収穫した米

は、11月中旬に開かれる収穫祭で味わ

います。

秘書広報課広報広聴係豊66－1111

和やかに「東京大野会」総会

関東在住者100人が歓談

　　

「東京大野会」の総会が9月15日、

東京新宿で開かれました。「東京大野

会」は関東在住の当市および近隣市町

村の出身者でつくっている親睦団体

で、当日は約100人が参加。総会には

天谷市長も出席し、市政の一端を紹介

しました。総会と記念撮影の後は、立

食パーティでふるさとの話題などを和

やかに歓談していました。

さ
わ
や
か
な
秋
風
の
中
六
呂
師
高
原
す
す
き
祭
り

　

1
0
月
1
日
、
秋
風
に
ス
ス
キ
が
な
び
く
六
呂
師
高
原
で
「
す
す
き
祭
り
」
が

開
か
れ
、
大
勢
の
家
族
連
れ
ら
が
訪
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
ス
ス
キ
や
秋
の

七
草
・
カ
キ
ー
ク
リ
な
ど
で
作
ら
れ
た
直
径
六
□
も
あ
る
巨
大
リ
ー
ス
（
幸
せ

を
呼
ぶ
飾
り
）
が
飾
ら
れ
、
秋
の
味
覚
満
載
の
「
す
す
き
茶
屋
」
も
出
店
。
ウ

サ
ギ
や
ミ
ニ
S
L
な
ど
の
ワ
ン
パ
ク
広
場
は
、
子
供
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。

心を込めて育てた粟

牛ヶ原で「抜穂式」

　

1
1
月
に
宮
中
で
行
わ
れ
る
新
嘗
祭

　
　
　
　
　

あ
わ
ぬ
き
ほ
し
き
に
献
上
す
る
粟
の
抜
穂
式
が
9
月
2
2

日
、
奉
耕
者
の
川
端
紋
三
郎
さ
ん

（
大
門
）
の
献
穀
圃
で
行
わ
れ
ま
し
た

5
月
に
種
を
ま
い
て
か
ら
草
取
り
や

病
害
虫
の
防
除
な
ど
入
念
に
管
理
。

孫
の
舞
さ
ん
（
乾
側
小
六
年
）
た
ち

刈
女
5
人
と
川
端
さ
ん
ら
が
た
わ
わ

に
実
っ
た
穂
を
か
ま
で
丁
寧
に
刈
り

取
り
、
m
一
月
3
0
日
に
五
合
が
宮
内
庁

に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

劇団「たんぽぽ」

愉快な童話を上演

　

9
月
1
7
日
、
市
民
会
館
で
市
こ
ど

も
劇
場
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
劇
団

「
た
ん
ぽ
ぽ
」
に
よ
る
楽
し
い
童
話

劇
が
公
演
さ
れ
ま
し
た
。
五
百
人
を

超
え
る
親
子
連
れ
が
来
場
。
「
ブ
レ

ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」
や
「
ア
ル
プ
ス

の
少
女
ハ
イ
ジ
」
で
は
子
供
た
ち
も

劇
や
踊
り
に
参
加
し
て
楽
し
み
ま
し

た
。
昔
懐
か
し
い
「
さ
る
と
か
に
」

で
は
、
子
供
た
ち
が
大
声
を
あ
げ
て

笑
っ
て
い
ま
し
た
。

勁詣回生酒



尨猫回底場

7代目ミス大野決まる

1年間の活躍を期待

　

9月17日、有終会館でミス大野195

コンテストが開かれました。それぞれ

が大野のよさやセールスポイントを紹

介した後、PRに必要な明るさや話し

方、さわやかさをポイントに審査。選

ばれた3人は、池田忍さん（篠座町、

写真中）、橋本美実さん（陽明町2。

同右）、山本和美さん（敦賀市、同左）

です。11月から県内外で行われる大

野の観光宣伝などに活躍します。

身近Iな話頴をお知らせください。

生の落語を満喫

　　

「桂文珍」独演会

　

10月1日、市民会館で桂文珍独演

会が開かれました。日ごろテレビでな

じみの深い桂文珍とあって、400人近

い市民が訪れました。自身が経験した

阪神大震災の体験なども手ぶり、身ぶ

りを交えてコミカルに紹介。関西落語

のテンポの早い話術に会場は大爆笑、

涙が出るほど面白かったとの感想も多

く聞かれました。

街
の
中
を
あ
っ
ち
こ
っ
ち
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

　

1
0
月
8
日
、
陽
明
公
園
を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
に
し
て
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
小
中
学
生
や
家
族
連
れ
が
3
人
か
ら
6
人
の
グ
ル
ー
プ

に
な
っ
て
3
8
0
人
が
参
加
。
地
図
を
片
手
に
約
5
よ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、
途

中
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
解
い
た
り
、
靴
飛
ば
し
に
挑

戦
し
た
り
し
て
楽
し
そ
う
に
過
ご
し
ま
し
た
。

「……出逢う」をテーマに

テキスタイルフェアおおの’95

　

9
月
3
0
日
・
1
0
月
1
日
、
有
終
会

館
で
「
テ
キ
ス
タ
イ
ル
フ
ェ
ア
お
お

の
9
5
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
市
内
の

業
者
に
よ
っ
て
織
ら
れ
た
新
製
品
や

市
内
に
在
住
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ

る
試
作
品
な
ど
を
展
示
。
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
、
市
内
か
ら
参
加

し
た
二
上
人
の
試
着
モ
ニ
タ
ー
も
登

場
し
、
繊
維
産
地
大
野
の
製
品
P
R

に
一
役
買
っ
て
い
ま
し
た
。

心地よい秋晴れのもと

　

元気に健康ウォーク

　

穏
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
た
1
0
月

m
一
日
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
と
真
名
川

憩
い
の
島
を
往
復
し
て
、
健
康
ウ
ォ

ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
う
さ
ぎ
コ

ー
ス
8
ご
と
か
め
コ
ー
ス
6
よ
に
約

2
5
0
人
が
参
加
。
日
ご
ろ
あ
ま
り

歩
く
こ
と
の
な
い
人
た
ち
に
元
気
よ

く
歩
い
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で

す
。
真
名
川
憩
い
の
島
で
は
、
健
康

み
そ
汁
サ
ー
ビ
ス
や
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
体
験
も
あ
り
、
大
好
評
で
し
た
。



お
知
ら
せ

11月

・
1
0
0
0
人
に

　

リ
フ
ト
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　

「
九
頭
竜
テ
ラ
ル
高
原
」
推
進

協
議
会
で
は
、
ク
イ
ズ
で
奥
越
地

域
の
リ
フ
ト
券
を
1
0
0
0
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
さ
ら
に
宿

泊
券
や
特
産
品
も
当
た
り
ま
す
。

　

平
成
2
年
に
リ
ゾ
ー
ト
法
の
承

認
を
受
け
た
、
福
井
県
（
大
野
市

・
勝
山
市
・
和
泉
村
）
の
複
合
型

・
通
年
型
・
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
構

想
の
C
・
I
『
九
頭
竜
〇
〇
〇
高

原
』
の
〇
に
当
て
は
ま
る
文
字
を

答
え
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
。
応
募
先
官
製
は
が

　

き
に
答
え
の
3
文
字
と
住
所
・

　

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・

　

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
〒

　

9
1
0
－
9
1
福
井
中
央
郵
便
局

　

私
書
箱
7
9
号
「
九
頭
竜
テ
ラ
ル

　

高
原
」
推
進
協
議
会
へ

締
切
H
月
2
5
日
①

●
お
せ
ち
料
理
講
座

日
時
1
2
月
5
日
魯
・
6
日
⑥
の

　

ど
ち
ら
か
希
望
す
る
日
の
午
前

　

m
一
時
～
正
午

場
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容
お
せ
ち
に
ひ
と
工
夫

定
員
各
日
先
着
1
5
人

受
講
料
2
0
0
円
（
材
料
費
含

　

む
）

申
込
・
問
合
せ
先
北
陸
電
力
㈱

　

大
野
営
業
所
（
雲
6
6
・
4
4
7

　

7
）
ま
で

・
里
親
を
求
め
て
い
ま
す

　
　

「
里
親
制
度
」
と
は
、
家
庭
的

に
恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
を
有
志

の
方
々
に
預
か
っ
て
い
た
だ
き
、

温
か
い
家
庭
の
中
で
育
て
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。
県
で
は
、
里
親

に
な
っ
て
く
だ
さ
る
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
県
中
央
児
童

相
談
所
（
a
0
7
7
6
・
2
4
・
5

1
3
8
）
ま
た
は
市
福
祉
事
務
所

家
庭
児
童
相
談
員
（
豊
6
6
・
1
1

1
1
内
線
4
7
7
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
大
野
青
年
の
家
所
長
杯

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時
H
月
1
2
日
面
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時

会
場
大
野
青
年
の
家
体
育
館

参
加
料
無
料

試
合
方
法
団
体
戦
（
6
人
で
I

　

チ
ー
ム
、
I
試
合
ダ
ブ
ル
ス
3

　

ゲ
ー
ム
）
・
個
人
戦
（
男
女
別

　

ダ
ブ
ル
ス
）

締
切
1
1
月
7
日
両

申
込
・
問
合
せ
先
県
立
大
野
青

　

年
の
家
（
豊
6
5
・
7
1
0
3
）

　

ま
で

●
建
物
の
取
り
壊
し
や

　

売
買
な
ど
の
届
け
を

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1

日
に
所
有
し
て
い
る
土
地
・
家
屋

・
償
却
資
産
に
つ
い
て
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

建
物
の
取
り
壊
し
・
新
増
築
・

売
買
・
贈
与
な
ど
を
し
て
未
登
記

の
場
合
は
、
必
ず
税
務
課
へ
届
け

て
く
だ
さ
い
。
届
け
が
な
い
と
継

続
し
て
課
税
さ
れ
た
り
、
何
年
分

も
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
た
り

し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
合
せ
先
市
役
所
税
務

　

課
資
産
税
係
（
豊
6
6
・
I
I
I

　

I
内
線
4
2
5
・
4
2
6
）
ま
で

●
福
井
時
短
1
8
0
0

　
　
　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム

　

県
で
は
、
国
民
的
課
題
と
な
っ

て
い
る
労
働
時
間
短
縮
に
つ
い
て
、

必
要
性
と
効
果
を
再
認
識
す
る
た

め
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
1
1
月
1
3
日
⑥
午
後
1
時
3
0

　

分
～
4
時
3
0
分

場
所
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
シ
テ
ィ

　

「
ペ
ル
」
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル

内
容
▼
特
別
講
演
「
森
と
暮
ら

　

す
、
森
に
学
ぶ
」
俳
優
柳
生

　

博
▼
労
働
時
間
短
縮
好
事
例
団

　

体
・
企
業
表
彰
▼
ゆ
と
り
創
造

　

フ
ォ
ト
ー
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

入
場
料
無
料

・
最
低
賃
金
改
定

　

平
成
7
年
m
一
月
1
日
か
ら
福
井

県
最
低
賃
金
は
、
1
日
4
、
7
1

5
円
、
1
時
間
5
9
0
円
に
改
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
年
齢
、
性
別
を
問

わ
ず
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
福
井
県
内
の
す
べ
て

の
雇
用
主
は
、
こ
の
最
低
賃
金
未

満
で
は
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

※
繊
維
製
造
業
、
機
械
器
具
製
造

　

業
、
電
気
機
械
器
具
製
造
業
、

　

各
種
商
品
小
売
業
の
4
産
業
に

　

つ
い
て
は
、
最
低
賃
金
以
外
の

　

産
業
別
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い

　

ま
す
。

問
合
せ
先
大
野
労
働
基
準
監
督

　

署
（
豊
6
6
・
3
8
3
8
）
ま
で

J ま ¶ 皿 ま ー － － a ま ま ま a ま ま ー ま ふ ま ま
立 話

　

五 全

踏
切
内
の
自
動
車
事
故

を
防
止
し
よ
う

　

レ
ジ
ャ
ー
や
仕
事
中
、
車
を

運
転
し
て
踏
切
を
横
断
す
る
こ

と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
踏
切
内
の
事
故
防
止
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
踏
切
で
前
後
を
遮
断
機
内
に

閉
じ
こ
め
ら
れ
た

　

そ
の
ま
ま
自
動
車
で
遮
断
機

を
押
し
出
し
、
速
や
か
に
線
路

外
に
脱
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
遮
断
機
は
、
自
動
車
で
押
す

と
斜
め
上
に
あ
が
り
ま
す
。

・
遮
断
機
の
棒
は
、
自
動
車
で

押
し
て
も
折
れ
ま
せ
ん
。

◆
踏
切
で
動
け
な
く
な
っ
た
ら

　

す
ぐ
に
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
を

強
く
押
し
て
く
だ
さ
い
。

　

非
常
ボ
タ
ン
の
な
い
踏
切
で

は
、
発
炎
筒
や
赤
色
旗
（
灯
）

な
ど
を
円
形
に
振
っ
て
、
列
車

を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

　

脱
出
し
た
ら
、
す
ぐ
に
近
く

の
駅
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

◆
列
車
は
す
ぐ
に
止
ま
れ
な
い

　

非
常
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
か

ら
止
ま
る
ま
で
の
距
離
は
、
通

常
「
特
急
列
車
」
は
約
5
6
0

‐
、
「
急
行
列
車
」
は
約
4
5

0
m
、
「
普
通
列
車
」
は
約
3

5
0
m
必
要
で
す
。
通
常
、
列

車
の
重
量
や
線
路
の
状
態
、
天

候
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
れ
よ
り

長
く
な
る
の
が
普
通
で
す
。



●INFORMATION

●
都
市
計
画

　

用
途
地
域
（
案
）
の
縦
覧

　

平
成
4
年
の
都
市
計
画
法
お
よ

び
建
築
基
準
法
の
改
正
に
伴
う
新

用
途
地
域
へ
移
行
す
る
案
を
、
都

市
計
画
課
で
縦
覧
し
ま
す
。

　

こ
の
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る

方
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で

に
大
野
市
長
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間
1
1
月
1
日
⑥
か
ら
H

　

月
1
5
日
⑥
午
後
5
時
ま
で

縦
覧
場
所
・
問
合
せ
先
市
役
所

　

都
市
計
画
課
計
画
係
（
豊
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
3
5
1
）
ま
で

●
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

日
時
H
月
1
6
日
⑧
～
1
2
月
1
4
日

　

④
の
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
～

　

9
時
計
5
回

場
所
有
終
会
館

定
員
3
0
人

参
加
料
1
0
0
0
円

締
切
H
月
1
0
日
面

申
込
・
問
合
せ
先
バ
ウ
ン
ド
テ

　

ニ
ス
協
会
事
務
局
松
井
慶
子
さ

　

ん
（
豊
6
5
・
5
7
5
9
）
ま
で

●
‥
‐
月
は
「
国
民
年
金

　

制
度
推
進
月
間
」

　

年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す
。

国
民
年
金
は
「
世
代
と
世
代
の
支

え
合
い
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
が
保
険
料
を
負
担
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
時
代
の
高
齢

者
の
方
々
の
生
活
を
支
え
て
い
ま

す
。
自
分
た
ち
が
年
を
と
っ
た
時

に
は
、
次
の
若
い
世
代
に
支
え
ら

れ
る
と
い
う
、
世
代
間
で
支
え
合

う
仕
組
み
の
制
度
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
内
に
住
ん
で
い

る
2
0
歳
以
上
、
6
0
歳
未
満
の
人
は

学
生
も
含
め
、
必
ず
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

1
1
月
は
「
国
民
年
金
制
度
推
進

月
間
」
で
す
。
ま
た
H
月
6
日
か

ら
1
2
日
ま
で
は
、
全
国
統
一
の

「
年
金
週
間
」
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
国
民

年
金
の
目
的
や
仕
組
み
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
自
身
や

ご
家
族
の
年
金
に
つ
い
て
も
見
直

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

●
奥
越
高
原
青
少
年

　

自
然
の
家
「
施
設
開
放
」

　

施
設
を
開
放
し
て
、
利
用
の
仕

方
、
活
動
内
容
、
特
色
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
六
呂
師
高
原
の
秋

の
自
然
に
親
し
む
2
日
間
で
す
。

日
時
H
月
1
1
日
①
午
後
1
時
3
0

　

分
～
1
2
日
⑧
午
後
4
時

場
所
県
立
奥
越
高
原
青
少
年
自

　

然
の
家

内
容
▼
選
択
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
自

　

由
散
策
・
紅
葉
ハ
イ
キ
ン
グ
・

　

（
野
田
の
滝
コ
ー
ス
）
・
小
登

　

山
（
三
角
山
～
展
望
台
）
・
オ

　

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
・
焼
き
板

　

▼
キ
ノ
コ
汁
、
ぜ
ん
ざ
い
の
試

　

食
会
▼
紅
葉
風
呂
（
H
日
午
後

　

2
時
～
9
時
・
り
一
日
午
前
9
時

　

～
午
後
5
時
）
▼
宿
泊
者
の
夜

　

の
集
い
＝
室
内
ク
ラ
フ
ト
（
バ

　

ッ
ジ
づ
く
り
）

交
通
マ
イ
カ
ー
ま
た
は
J
R
越

　

前
大
野
駅
か
ら
送
迎
バ
ス
（
申

　

込
必
要
）

参
加
料
無
料
た
だ
し
宿
泊
者
は

　

5
0
0
円
（
夕
・
朝
食
代
）

申
込
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
参
加
自

　

由
で
す
が
宿
泊
の
み
m
一
月
2
9
日

　

⑧
ま
で
に
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
県
立
奥
越
高

　

原
青
少
年
自
然
の
家
（
豊
6
7
・

　

1
3
2
1
）

●
市
民
吹
奏
楽
団

　
　
　
　

定
期
演
奏
会

日
時
1
1
月
1
8
日
①
午
後
6
時
3
0

　

分
開
場
・
7
時
開
演

会
場
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

曲
目
▼
1
8
1
2
年
（
チ
ャ
イ

　

コ
フ
ス
キ
ー
作
曲
）
▼
日
本
の

　

情
景
（
秋
の
童
謡
メ
ド
レ
ー
）

　

▼
バ
ッ
ク
ド
ラ
フ
ト
（
料
理
の

　

鉄
人
の
テ
ー
マ
）

入
場
料
前
売
り
5
0
0
円
（
リ

　

ブ
レ
、
芦
原
楽
器
、
水
上
楽
器

　

で
発
売
）
当
日
6
0
0
円

●
ま
ち
づ
く
り
と
せ
ん
い

　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム
旧
大
野

日
時
1
1
月
1
6
日
困
午
後
1
時

場
所
有
終
会
館

内
容
▼
基
調
講
演
＝
小
宮
義
則

　

氏
（
通
産
省
繊
維
製
品
課
課
長

　

補
佐
）
▼
分
科
講
演
会
▼
パ
ネ

　

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
＝
テ
ー

　

マ
「
ま
ち
づ
く
り
と
せ
ん
い
」

入
場
料
無
料

問
合
せ
先
奥
越
地
域
地
場
産
業

　

振
興
セ
ン
タ
ー
（
豊
8
8
・
3
7

　

0
0
）
ま
で

教
育
委
員
に
北
岑
氏
再
任

　

9
月
定
例
市
議
会
最
終
日
の
9

月
2
5
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
教
育

委
員
の
任
命
お
よ
び
選
挙
管
理
委

員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
】

北
岑
武
夫
（
4
9
歳
・
牛
ヶ
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
任

【
選
挙
管
理
委
員
】

長
谷
川
研
一
（
7
0
歳
・
本
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
任

長
谷
川
久
（
7
1
歳
・
中
保
）
再
任

永
田
房
子
（
7
1
歳
・
新
庄
）
再
任

松
田
孝
信
（
7
0
歳
・
上
野
）
再
任

11月9日は「119番の日」

火災や救急などで「119番」通報をするときは、

次のことに注意してください。

○火事か救急かの区別をはっきりと

　　

「火事です｜「救急です」

○場所を正しく

　

住所、氏名、目標物を正しく詳しく伝えてください。

○状況を正確に

　

火災や事故の状況は、正確に分かりやすく伝えてください。

　　

（何か燃えているのか。交通事故なのか、急病なのか）

○通報者名も

　

最後に通報した人の氏名や電話番号も

知らせてください。

大野地区消防本部a66・0119

テレホンサービス豊65・8899



　
　
　
　
　

〆

’

」
’

⑥
小
学
生
の
時
に
縫
っ
た
帯

　
　

森
永
千
代
子
さ
ん
（
水
落
町
）

　

水
落
町
の
森
永
千
代
子
さ
ん
（
6
7
歳
）
の

宝
は
、
思
い
出
の
込
も
つ
た
帯
で
す
。
こ
れ

は
、
森
永
さ
ん
が
小
学
五
年
1
の
家
庭
科
の

授
業
で
自
分
で
作
り
ま
し
た
。
昭
和
十
三
年

の
こ
と
で
、
も
う
六
十
年
近
く
前
に
な
り
ま

す
。
生
地
は
ス
フ
で
、
幅
が
十
六
づ
に
長
さ

は
三
回
。
オ
レ
ン
ジ
色
に
ツ
ル
や
菊
・
モ
ミ

ジ
…
御
所
車
な
ど
が
描
か
れ
、
半
返
し
縫
い

で
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

森
永
さ
ん
は
横
浜
生
ま
れ
で
、
横
浜
に
倖

ん
で
い
ま
し
た
。
家
庭
科
の
授
業
で
帯
を
作

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
戦
時
中
の
た
め

物
資
が
乏
し
く
、
生
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
お
母
さ
ん
が
手
持
ち
の
子
供
の
着

物
を
ほ
ど
い
て
教
材
を
用
意
し
て
く
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
出
来
上
が
っ
て
も
当
時
は
帯

を
締
め
る
着
物
も
な
く
、
着
物
を
着
ら
れ
る

状
況
で
も
な
か
っ
た
の
で
、
一
度
も
使
う
こ

と
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

昭
和
十
九
年
に
空
襲
の
恐
れ
が
出
て
き
た

た
め
母
と
弟
・
妹
は
大
野
へ
疎
開
し
ま
し
た

が
、
森
永
さ
ん
は
軍
需
工
場
に
勤
め
て
い
た

た
め
横
浜
に
残
り
ま
し
た
。
終
戦
後
、
森
永

さ
ん
も
一
時
は
大
野
へ
身
を
寄
せ
、
昭
和
二

十
三
年
に
結
婚
し
て
か
ら
八
年
間
は
東
京
で

生
活
。
再
び
大
野
へ
戻
っ
て
き
た
と
き
に
、

お
母
さ
ん
が
疎
開
の
荷
物
の
中
か
ら
こ
の
帯

を
見
つ
け
、
届
け
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
疎
開
す
る
と
き
に
一
緒
に
持
っ
て
来
て

く
れ
な
か
っ
た
ら
、
燃
え
て
無
く
な
っ
て
い

た
と
思
う
と
、
大
変
感
激
し
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
以
来
、
ダ
ン
ス
の
中
に
思
い
出
と
と
も

に
大
切
に
し
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
、
帯

の
一
部
を
ほ
ど
い
て
中
を
見
た
ら
、
お
父
さ

ん
の
着
物
が
し
ん
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

が
付
き
、
さ
ら
に
感
慨
深
く
な
り
ま
し
た
。

　
　

「
裁
縫
が
好
き
な
の
で
丁
寧
に
作
り
、
先

生
に
上
手
に
縫
っ
て
あ
る
と
褒
め
ら
れ
た
こ

と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
思

い
出
の
込
も
っ
だ
こ
の
帯
を
一
生
大
事
に
し

た
い
」
と
、
森
永
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

市民のうごき

10月1日現在 前月比

世帯数 11，450世帯 5世帯

人口 41，619人 △23人

内訳 男 19，885人 △12人

女 21，734人 △11人

9月中の異動
転人 58人 出生 25人

転出 74人 死亡 32人

市内の交通事故状況（9ヵヽ69）

件数内訳
平成7年

9月末

平成6年

9月末
増減

総件数 407件 416件 △9件

人
身

事
故

件数 123件 127件 △4件

死者 1人 1人 O人

傷者 163人 178人 △15人

物損事故 284件 289件 △5件

表
紙
の
こ
と
ば

　

菊
花
香
る
秋
。
菊
作
り
に
魅

せ
ら
れ
て
十
一
年
の
山
口
静
さ

ん
（
4
9
歳
、
天
神
町
）
の
庭
先

に
は
、
今
年
も
見
事
な
菊
が
い

つ
ぱ
い
で
す
。
わ
が
子
の
よ
う

に
愛
情
を
込
め
て
生
育
を
見
守

つ
て
き
た
だ
け
に
、
喜
び
も
ひ

と
し
お
。
写
真
の
「
国
花
宝
塔
‘

の
菊
は
、
文
化
祭
で
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

編
集
後
記

　

当
市
が
担
当
し
た
世
界
体
操

選
手
権
の
交
流
相
手
国
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
。
少
人
数
の
一
行
で

し
た
が
、
大
人
も
子
供
も
心
か

ら
歓
迎
し
交
流
し
ま
し
た
。
こ

と
ば
十
分
に
通
じ
な
く
て
も
、

同
じ
人
間
な
ら
理
解
し
合
え
る

と
実
感
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

や
っ
ぱ
り
語
学
力
は
欲
し
い
と

い
う
の
が
本
音
で
す
。

屠1見ie

　

先
日
、
N
H
K
の
ニ

ュ
ー
ス
「
お
は
よ
う
日

本
」
で
、
福
岡
市
役
所

が
民
間
業
者
と
一
体
と

な
っ
て
、
市
政
の
情
報

を
C
A
T
V
（
ケ
ー
プ

ル
テ
レ
ビ
）
で
映
像
を
通
し
て
各
家
庭
へ
送
信

し
て
い
る
の
を
見
た
。
時
代
に
即
応
し
た
素
晴

ら
し
い
企
画
だ
と
感
動
し
た
▼
最
新
の
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
に
は
広
報
紙
の
よ
う
に
文
字
だ
け
で

は
な
く
、
音
声
・
図
形
・
画
像
な
ど
多
彩
な
手

段
で
市
民
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
よ
り
早
く
、

よ
り
楽
し
く
、
知
ら
せ
る
方
法
が
あ
る
。
C
A

T
V
は
情
報
通
信
と
し
て
は
効
率
の
高
い
一
方

法
で
あ
る
？
県
内
で
は
敦
賀
市
・
小
浜
市
な
ど

普
及
率
は
高
い
と
聞
い
て
い
る
。
当
市
の
場
合

は
残
念
な
が
ら
行
政
は
ノ
ー
タ
ッ
チ
で
、
一
民

間
業
者
だ
け
の
活
動
と
し
て
全
世
帯
の
上
分
の

一
（
一
千
三
百
戸
）
が
加
入
し
て
い
る
程
度
で

あ
る
。
住
宅
地
の
少
な
い
、
山
間
部
な
ど
の
土

地
柄
も
考
え
る
と
、
投
資
は
難
し
く
、
こ
れ
以

上
の
普
及
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
▼
こ
う
し
た
点

を
解
消
す
る
た
め
に
郵
政
省
で
は
国
と
県
が
半

分
負
担
す
る
補
助
金
制
度
を
持
っ
て
い
る
。
将

来
、
赤
字
財
政
に
な
る
と
い
う
不
安
の
な
い
限

り
、
行
政
も
C
A
T
V
の
果
た
す
役
割
の
重
要

性
を
認
識
し
て
、
共
同
開
発
を
進
め
て
ほ
し
い

と
思
う
▼
今
立
町
長
の
若
泉
征
三
氏
の
講
演
で

「
わ
が
町
で
は
も
う
イ
ベ
ン
ト
の
時
代
は
終
わ

っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
中
心
と
し

た
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
」
と
堂
々
と
言
い

切
っ
て
い
た
。
頼
も
し
い
限
り
で
あ
る
？
全
国

の
先
端
技
術
を
集
結
し
て
、
県
の
産
業
会
館
で

情
報
通
信
分
野
の
技
術
交
換
が
行
わ
れ
る
。
こ

の
目
で
確
認
し
た
い
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）
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